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異界の冒険 

第 1 部：異界からの訪問者 

第 1 話：闇に潜む者 

～異界～ 

？？：「アイラ、頼むぞ！」 

アイラ：「ええ…必ず手に入れてみせるわ。あたしたちの繁栄のために！！」 

 

～人間界～ 

ヒロ：「昨日はちょっとやり過ぎちゃったかな…」 

 ヒロは、昨日やり込んだゲームのことを思い出し眠い目をこすりながら、高校へ登校して

いた。ヒロは、どこにでもいるようなごく普通の男子高生である。容姿は悪くなく、女の子

に興味がない訳でもないのだが、積極的に交流するタイプでもなく、彼女はいなかった。 

 

サクラ：「また遅くまでゲームをしてたの？」 

 そんな男子高校生のヒロに呆れるように話し掛ける女子高生は、サクラ。サクラは、真面

目で正義感の強い女の子で、まだあどけなさが残る美少女である。その親しみやすい性格と

透明感のある容姿から男子からの人気も高い。 
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ヒロ：「サクラ！…って何でわかったんだ？」 

サクラ：「眠そうな様子を見たらわかるよ…どうしてそんなになるまでやるんだか…」 

 サクラは、呆れた様子でヒロをチラ見する。 

 

ヒロ：「しょうがないだろう！現実の世界で冒険なんてできないんだから！」 

サクラ：「ゲームなんかよりも面白いことはいっぱいあるのに…」 

 サクラは、意味深な言葉を発すると、ヒロは、そこに突っ込んできた。 

ヒロ：「面白いことって何だよ？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サクラ：「（見た目だって悪くないんだからもったいない）…色々よ！」 

 サクラは、心の中で呟いた後、少し苛立った様子で顔を赤らめ俯いた。すると、地面に何

か落ちているのに気づいた。 

 

サクラ：「ん？リップ？誰かの落とし物かな？」 

 サクラは、その落下物に吸い寄せられるように手を伸ばした。 

ヒロ：「サクラ？何やっているんだ？」 

 しかし、サクラにヒロの声は届かず、虚ろな眼でそれを手に取ってしまった。 
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？？：（ふふ…お前のカラダをもらうぞ…） 

 するとどこから声が届いた。その不気味な声に我に返るサクラ。 

サクラ：「やだ…もしかして…これなの？怖い！」 

？？：（ん？正気に戻ったの？） 

 

 サクラの異変に気付いたヒロは、サクラの手に持っている物を引き離そうと触れてしま

った。すると、今度は、ヒロの様子がおかしくなった。サクラよりも早く、それはヒロのカ

ラダに浸透していき、あっという間に意識を失った… 

サクラ：「ヒロ君！大丈夫？」 

 

 サクラが心配そうに声を掛けるが、ヒロは、カラダを震わせている。 

サクラ：「ヒロ君！ヒロ君！」 

？？in：「…ふふ…こんなにあっさり支配できるなんて思わなかったわ💕」 
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第 2 話：魂とカラダの相性 

意識を失っていたヒロが再び目を開けると、まるで女のような口調で話し出した。その瞳

は、ピンク色を帯びて、どこか艶めかしさを醸し出している… 

サクラ：「…ヒロ君？」 

 

 ヒロの身を案じるサクラをヒロは、冷たい視線で見下した。 

？？in：「あっさり入れるなんて…このカラダの方が相性はいいけど…乗り移るなら、あな

たの方がいいかしら？」 

 

 ヒロは、女の口調のまま品定めをするようにサクラを見つめた。 

サクラ：「何かの冗談だよね、ヒロ君？」 

 ヒロは、サクラの言葉に答えず距離を詰めていった。 

サクラ：「ヒロ君じゃないのね！誰？ヒロ君のカラダから出ていって！」 
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？？in：「…ええ…そうするわ…代わりにあなたのカラダを頂くから💕」 

 ヒロは、指を口に当ててそう言うと、不意にサクラの唇に自分の唇を押し当てた。 

サクラ：「ん…んむぅ…やっ…」 

 

 不意を突かれたサクラは、目を見開き、ヒロから離れようともがいている。しかし、ヒロ

の手がサクラを強く掴んで離さなかった。 

？？：（男のカラダに力で敵う訳がないでしょ…さあ、あたしにカラダを渡しなさい！） 

 

 ヒロは、ねっとりとキスを続け、ついには、大胆にもサクラの口に自分の舌を入れて絡め

てきた。中身が別人だと疑いながらも、濃厚なヒロのキスにサクラは、ドキドキし気分が高

揚していた… 

サクラ：（カラダはヒロ君でも中身は別の…たぶん女の人…でも…💕） 
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？？：（やはりね！想い人から迫られて、抵抗力が弱まってる💕これならモノにできそうだ

わ…さあ、受け入れなさい！好きな人の想いを💕） 

サクラ：（いや！来ないで！わたしがわたしでなくなっちゃう！」 

 

頭で抵抗するサクラだったが、カラダは、ヒロの蕩けるようなキスで高揚感と幸福感に満

たされていた。やがて抵抗を止めヒロにされるがままとなると、ヒロの唾液を自ら受け入れ

飲み干した…その液体がサクラの喉を通り、カラダの奥底に浸透する。途端に意識が薄れう

なだれ…しばらくして顔を上げると、先ほどまでとがらりと雰囲気が変わっていた。 

 

？？in サクラ：（ふふ…乗り移り成功ね。でも…まだカラダに馴染んでないみたい…） 

 サクラは、ヒロと繋がったままの唇を引き離したが、二人の間は、唾液の糸でつながっ

ていた。サクラは、その糸を上品に手で絡めると、自らの口の中に押し込み、不敵な笑み

を浮かべていた。その仕草は、あどけなさが残る女の子ではなく、性を知り尽くした大人

の女性のようだった… 
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第 3 話：駆け引き 

姿はサクラだが、その瞳は、透き通ったピンク色から、深い闇を宿すピンクへと変貌して

いた。口元も歪み、唇は血色良く深紅に染まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒロ：「サクラ！」 

 意識を取り戻したヒロは、サクラの異変に気付き声を挙げサクラの肩に手を掛けた。しか

し、サクラは、その手を払いのけてヒロを見下すと、その場から去って行こうとした… 

 

ヒロ：「待て！サクラのカラダから出て行ってくれ！カラダなら俺のを自由に使っていい！」 

？？in サクラ：「そんなにこの娘が大事なの？でもわたしがあなたのカラダになるメリット

がないわ。」 

 

 サクラに乗り移っている者は、冷静に答えたが、ヒロも怯まずに食いつく。 

ヒロ：「お前の目的は何だ？サクラじゃなければできないことなのか？」 
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？？in サクラ：「この娘じゃなくてもいいけど…あなたには無理ね。それとも別の娘を連れ

て来てくれるの？」 

 サクラが不敵な笑みを浮かべながら蔑むような眼でヒロを見上げた。 

 

ヒロ：「…そうか…女のカラダじゃなければならないってことか…」 

 ヒロは、しばらく考え込んでいると、サクラは再びその場を去ろうとしていた。 

？？in サクラ：「諦めた？じゃあこれで…」 

 

ヒロ：「待ってくれ！さっきまだサクラのカラダに馴染んでいないって言ってたな。それと、

俺のカラダに乗り移っているとき、俺のカラダの方が相性がいいって言ってた！」 

？？in サクラ：「あなた…あたしが乗り移っている間の記憶があるの？…確かに相性はある

わ…ずっと乗り移っていると、徐々に馴染んでくるけど…」 
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 サクラは、興味深そうにヒロのカラダを見定めている。 

？？in サクラ：「いいわ…しばらくあなたのカラダに移ってあげる💕」 

ヒロ：「ありがとう！ただし、約束してくれ！サクラに危害を加えないってことを！！」 

 

アイラ in サクラ：「わかったわ…いずれあたしのカラダになるんだし…じゃあ、早速…あ、

あたしはアイラ…宜しくね💕乗り移っちゃうと、あなたの意識はなくなるから、呼ぶこと

はないけどね…」 

 

 ヒロは、顔を強張らせて、これから自分の身に起こることを想像して覚悟した。 

ヒロ：（サクラ…お前を救うためにはこれしか思いつかなかった…俺は…俺じゃなくなっち

ゃうけど…お前を絶対傷つけないから…） 

 

アイラ in サクラ：「緊張してるの？そのままじゃ、あたしの居心地が悪くなっちゃうかも？」 

ヒロ：「…アイラさん…俺のカラダを自由に使ってください！あなたに使われるなら本望で

す！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


